


・新幹線と下部工を共有する構造とし、コスト縮減・工期短縮・周
辺環境への負荷低減を図った
・新幹線と並走できるフルマラソン「ふくい桜マラソン」のコース
の一部となり、新たなランドマークとして県民に親しまれている

事業箇所

新九頭竜橋の特徴

新九頭竜橋
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橋長 264.5ｍ
幅員 10.5～13.5ｍ
形式 ポストテンション方式 5径間連続箱桁橋

勝山恐竜橋の概要
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①地元住民と協議し、戌山橋の主桁や高欄の色を
景観に調和したダークブラウンを選定

②電線類を地中化し、越前大野城の景観が向上

③緑地帯にシバザクラなどを植栽し、ライトアップに
よる夜間景観の創出

景観への配慮
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開通区間は、山間部の急峻な
地形であり、高低差が約55ｍ
と大きいため、ループ形状の
道路にすることにより、緩やか
な坂道となるように計画されて
います。

開通区間の特徴

事業箇所
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標準断面図

・関係機関（敦賀市）と調整し、歩道舗装は、駅前広場と
合わせたクリーム色で統一
・照明柱や転落防止柵は景観に調和したダークグレーを
選定

配慮事項
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整備効果

事業箇所
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標準断面図整備前 整備後

( 自 転 車 専 用 通 行 帯 )

( 歩 道)

( 自 転 車 専 用 通 行 帯 )

( 車 道 )
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( 歩 道 ) ( 歩 道 )

( 歩 道 部 )

( バ ス 停 車 帯 )

( 右 折 レ ー ン )( 施 設 帯 )( 植 樹 帯 )( 歩 道 部 ) ( 停 留 所 )( 施 設 帯 )
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・地元住民と協議し、信号柱や車止めの色を景観に
調和したダークブラウンを選定
・歩道の平板ブロックに透水性ブロックを採用する
ことで、降雨時でも快適な歩行空間を創出

配慮事項
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H30.2月圧雪により路面が凸凹

標準横断図
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【before】改修前 【after】改修後
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浸水戸数

床下142戸

床上52戸

浸水被害なし
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【before】改修前 【after】改修後

ハピライン橋部
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【before】改修前 【after】改修後
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【before】ダム完成前 【after】ダム完成後
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対策状況

【before】対策前

【after】対策後
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消波ﾌ ゙ ﾛ ｯ ｸ 10ｔ型

基礎捨石50～200kg/個

被覆ブロック3t型
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海水面
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【before】対策前 【after】対策後

平成１０年８月
土砂流出（一般国道364号）

364

南幼児園

市野々公民館
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【after】対策後

【after】対策後

堰堤工１

堰堤工２

堰堤工３

平成１１年８月
土砂流出
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【before】対策前 【after】対策後
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【before】対策前 【after】対策後
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